













































































































































勝つ為に作戦を練るため、内情を知ることは戦いの要である。そのため間諜が必要であるが、爵録百金 与えなければならない。これを惜しむと、敵の正しい状況を得られず、敵の出方を知らずに戦うので、敗北で終わるか、やらなくて良い戦争を起こすことに る。作戦篇から、国の財政は危うくなり多くの国民も犠牲になり、国が滅ぶことが読み取れる。それを避け 為 間諜に関する出費・時間は必要なのだ。
つまり戦いとは、犠牲は不可避で、それを少なくするためにも
経済的負担がかかってしまうも であり 国民の生活・命と国の経済と大きく関わる。安易に戦争を起こした 長引かせ りしないためにも、間諜を遣う費用が必要なのである。
戦争と経済は切れぬ関係だ。戦争には多くのものが必要で、それ













































































































から軍争篇にも、 「兵は詐をもって立ち、利をもって動く」とある。詭道とはどう うもの 。孫子は十二 例 挙げ 説明してい が、それ 要するに、 「その備えなきを攻め その不意に出ず」ためのものであった。このような詭道は秘伝ことはいうまでもない。　
五事七計は兵法の常法、すなわち兵の正。 「勢とは利に因り





ことを意味している。つまり「詭道」 、 「兵に常形なし詭詐を以て道となす」というのは、単に相手を騙すことをではなく、次の様に解釈すべきである。 「戦 というのは、その時その時に合わせて戦わ
なければならない。戦いは臨機応変に対応することが本質だ」 。だから『孫子』の計篇「兵は詭道なり」から始まる文の終わりに「此れ兵家の勢、先に伝うべからざるなり」となってい のである。また佐藤氏は、荻生徂徠の「兵者詭道也。 」の注釈に対して次のように理解している。
　
よのつね詭道と云へば、いつはりと云訓ばかりに泥みて、合








出してこれを挫くこと、是兵家の勝つ妙術なれども、皆軍に臨んで変に応ずる上のことなれば、今出陣の前戦はぬ先に 云ひ述ぶべきに非ず。それゆへに軍に先だちて勝負を知るは、五事七計を以て定むる となりと云意なり。こ 本文の伝授の意に見る説もあり、これにても通ずるなり。 （ 『孫子国字解』 ）　「先伝」二字の解釈が鍵である。／
詭道の奇は千変万化する








全て相手を偽り欺 のがよいとしてある」 「いつわって勝つことを軍の本領としている」と うのは大きな間違いで、 「詭道」だけに注目したせいだが、 『孫子』を理解していれば、 「相手を非道徳的騙すことが軍の本領だ」という解釈はない。何故なら、 『孫子』の戦いの本質は「戦わずに勝つ」こ が全てだからだ。
仮に相手を偽り騙し勝とうとしたなら次の様なことが危惧される。




ことを一番望んでいな 。だから「中国 書物によると、全て相手を偽り欺くのがよ としている」というのは大きな間違いである。
詭道の解釈は安易な物で ない。佐藤氏によると、 「素行自身に



























　「道者令民与上同意也。／可与之死。可与之生。而不畏危也。道は上下一心、君民一体のよりどころとなるべき徳、すなはち仁愛の特に該当する。さうして、それは荀子のいふ「士民不親附。則湯武不能以必勝也 故善附民者。是乃善用兵也。故兵要在乎善附民而已。 」と符節をあはせ ゐる。君の仁愛が下の士民に徹底すれば、士民の側でも、その父に考をつくうすやうに、君に忠誠をはげみ、君と生死を与にし、身命の危険を畏れないやうになる。この道は 将兵の関係に適用されて、地形篇においては、 「視卒如嬰兒、故可與之赴深谿、視卒如愛子 故可與之倶死。 」と敍術されてゐる。　要するに、孫子のいふ道は、上下親和の道、君民融和の道に
ほかならな のであつて、孟子 人和と共通する。孟子は「天







注目したい。ここで言う「全」とは動詞の役割を持っており、 「まっとうする。欠ける となく保つ」という意味である。山井氏は、 「戦争をすれば、多少とも相手の国に損害を与えるの （当然、こちらの国にとっても損害が生ずる） 、 国を全うす 」ことにならない。 」（ 『全釈漢文大系第二十二巻孫子・呉子』山井勇Ｐ．
66）と、述べる。































しかし憎み切れず、それ以上に『孫子』 何かの一貫性に強 魅力を感じた。その一貫するもの、 『孫子』が書 れた糸 疑問に感じたしかし孫子の姿がはっきり見えなく、遠い存在に感じ れた。
筆者がそう感じた理由は「孫子は最高峰の兵法書である」という
評価と、先入観にある。この評価と先入観は の理解に不要だ。これまでの研究から、 『孫子』は単なる戦いに勝つため 読む兵法書ではなく、 「戦いを知る」ための書物ではな だろうか。『孫子』の戦い方は、現実主義的である。規模の大小に関わらず、どんな戦いでも通用出来る。その めに昔から現在ま 伝わっるのだろう。
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しかし中には、非現実主義的なものもある。代表的なのは「不戰
而屈人之兵、善之善者也（戦わずに敵兵を屈服させて、勝つことが最高に優れている） 。 」 。普通に考えれば、戦わなければ勝敗は出ない。しかし孫子は、敵国を傷つけることなく戦わずに勝つことを、最善とした。プロイセン王国の軍人カール・フォン・クラウゼヴィッツは著書の『戦争論』で、戦争という物理的暴力の中で博愛主義を取り入れるのは不合理だとしている
彼の言う様に、 『孫子』が勝利の戦法方以外にも書かれているの
は何故か。それは孫子が誰よりも人を想い 平和を望んでいたからではないだろうか。「不戰而屈人之兵、善之善者也」は孫子の一番の願いだと感じられる。そう思うと、 『孫子』は兵法 ではない。 『孫子』は『孫子』なのである。 『孫子』を、全ての先入観と評価を取り払って『孫子』として読むことは非常に難しいだろう。 『闘戦経』の「詭道」の解釈からは、 「日本化した『孫子』 」と言える。それほど『孫子』を正しく理解する は、 ても難しいことなのだ それでもあらゆる先入観を捨てるべきであり、先入観や他者の評価で、孫子を隠してならない。これから私たちは、 『孫子』を「戦いに勝つ」ために兵法書とし
て読むことよりも、 「戦いとはどうい ものかを知る」ために 孫子』として読んで くことが必要なのではないだろうか。見つけた孫子と仲良くしていくのは、これからだ。参考文献と参考に たもの
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